
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立新羽高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 16日実施） 

総合評価（３月 30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要

領に基づき、生

徒の状況やニー

ズに応じた教育

課程の編成、検

証及び改善に取

り組む。 

 

②組織的に授業

改善に取り組

み、意欲や目標

を持って主体的

に学び考える力

を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

①新学習指導要

領の趣旨を踏ま

えた、生徒の資

質・能力を高め

るための教育課

程を編成する。 

 

②課題解決力を

育成するための

授業実践に取り

組む。学習プロ

セスを意識し、

また、生徒にも

意識させなが

ら、ＩＣＴを利

活用するなどの

工夫を行う。教

材の共有も進

め、組織的な授

業改善に取り組

む。 

①学習指導要領

改訂を見すえた

研修会を開催す

るとともに、新

学習指導要領の

趣旨を踏まえた

教育課程の編成

を行い、実施に

向けて指導計画

を作成する。 

 

②授業研究を通

して、組織とし

ての授業力向上

に努め、課題解

決力を育成する

ための授業を研

究・共有する。 

 

①効果的な研修

会を開催できた

か。生徒の状況

やニーズに応じ

た教育課程を編

成できたか。 

 

②授業研究によ

って教員集団と

しての授業力が

向上したか。生

徒の課題解決力

を育成するため

の授業ができた

か。 

 

①新教育課程につ
いて、各教科で実
施に向けて、具体
的な指導内容や評
価の方法を検討す
ることができた。 
 
②教科会や授業研
究会において、教
科としての目指す
生徒像を共有する
ことができた。ま
た、ＩＣＴを利活
用し課題解決力の
育成に向けた授業
改善に取り組むな
ど組織的な授業改
善に取り組むこと
で、生徒の課題解
決力を育成する授
業を推進すること
ができた。 

①令和４年度から
の新学習指導要領
段階的実施に当た
って、「単元の指
導と評価の計画」
を作成する上で、
教科・科目内での
情報の共有を行
う。 
 
②ＩＣＴの利活用
をさらに推進し、
生徒一人一台端末
導入についても、
効果的な授業方法
に関する研究や研
修会を実施し、生
徒が主体的に学習
に取り組めるよう
な授業について研
究する。 

①生徒の状況やニーズと
学習指導要領の趣旨を踏
まえた授業の実施、特
に、ＩＣＴ機器を活用し
た授業の実施により、い
っそう学力が向上し、生
徒が自信を持つことを期
待します。 
 
②組織的な授業改善によ
り、課題解決力の育成を
いっそう推進し、生徒の
興味・関心、わくわく感
を持続させ、生徒が主体
的に学び考える授業を期
待する。 

①「課題解決力の育成」に向け
た授業実践を行うことができ
た。また、令和４年度から年次
進行で実施される新学習指導要
領の「単元の指導と評価の計
画」の作成に際して、教科・科
目内での情報の共有を行い、 
指導計画や評価の方法について
よく検討した上で作成した。 
 
②ＩＣＴを利活用し、オンライ
ンによる同時双方向授業に取り
組む教員が増加した。今後は、
課題解決力の育成に向けた授業
でのＩＣＴの効果的な活用方法
の研究が課題である。 

①新学習指導要領における指導
計画や評価の方法について、さ
らなる研究が必要である。 
 
②引き続き、「課題解決力の育
成」の実現に向け、授業改善に
継続して取り組む。また、新入
生よりクロームブックを一人一
台所有させることを踏まえ、Ｉ
ＣＴを利活用した授業により積
極的に取り組み、その効果につ
いて検証する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①新羽生として

の自立と自律を

促し、誇りと自

覚及び積極的で

能動的な態度を

持つ生徒を育成

する。 

 

②生徒がルー

ル・マナーなど

社会規範を遵守

する意識を持

ち、安全かつ安

心して学べる学

校づくりを推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

①コロナ禍にお

いて、行事を開

催できるよう工

夫や見直しをし

ながら、安全に

配慮した計画及

び支援をしてい

く。 

①部活動加入率

50％を目指し、

広報活動等の支

援体制を整え

る。 

 

②生徒の安全で

安心できる学校

生活と希望する

進路の実現につ

ながる生徒指

導・支援を実施

する。 

①実行委員長や

生徒会本部の生

徒 と 連 携 を 図

り、生徒会活動

や部活動への意

識高揚と、広報

活動を計画的に

行う。 

 

②学校生活にお

けるルールやマ

ナー等を生徒に

周知徹底する。

職員は、指導方

法等の情報共有

を十分行い、全

職員の指導力を

向上させ、生徒

ひとり一人に丁

寧な指導・支援

を実施する。 

①各行事の事後

アンケートにお

いて、満足度が

向上したか。部

活動への意識調

査を実施し、実

態把握ができた

か。また、部活

動加入率が向上

したか。 

 

②特別指導件数

及び交通事故件

数 が 減 少 し た

か。また、外部

からの生徒指導

に関する情報提

供や苦情が減少

したか。 

①コロナ禍が続
き、文化祭は中
止、ウインターラ
イブは内容を変更
して開催、体育祭
は日程変更及び規
模を縮小して実施
した。アンケート
では概ね満足でき
たという結果であ
った。 
①コロナ禍が続く
中、部活動への加
入を推進すること
があまりできなか
った。 
 
②特別指導は７件 
であった。(前年
度８件) 
交通事故は４件で
あった。(前年度
４件) 
②生徒の登下校の
しかた等に関する
近隣からの苦情は
増加した。 
 

①行事の日程変更
については、３年
生の進路活動との
関連で調整に課題
が残った。また、
行事の規模を縮小
しても工夫次第で
満足のいく内容が
できることを確認
できた。 
①部活動の加入率
は昨年同様42％で
あった。 
 
②特別指導、交通
事故、近隣等から
の苦情について、
生徒の規範意識だ
けでなく、自己管
理能力の向上を目
指した指導の工夫
が必須である。ま
た、保護者、地域
等とのさらなる連
携に努める。 
 

①コロナ禍での行事の開
催は工夫が必要で、評価
する。 
①部活動は人とのふれあ
いという意味でも大切で
ある。加入率 50％を目指
してほしい。 
 
②地域の子供たちが新羽
高校の生徒を見て、より
いっそうあこがれをいだ
く存在となるよう期待す
る。 
 ルールやマナーを正し
く理解させるには、生徒
の実態を見ながら啓発の
指導を繰り返し行う必要
がある。 
 生徒一人ひとりの状況
を把握し対応するのは時
間的に難しいと思うが、
教職員間の連携を 
図ることを大切にしてほ
しい。 

①コロナ禍が続く中、学校行事
の実施や規模の縮小、中止等の
判断については、適切であった
と考えている。部活動の加入率
は、依然 40％程度なので、向
上に向けた取組を再検討する必
要がある。 
 
②特別指導件数及び交通事故件
数は、前年度とほぼ同じだった
ので、さらなる減少を目指す。  
ＳＮＳ等を介した生徒間トラ

ブルが増加しているので対策を
検討していく。 
②生徒の登下校時のマナー等に
ついては、職員による通学路指
導の継続により効果がみられ
た。 

①引き続き、生徒が主体的に運
営していく学校行事にするため
の指導に取り組んでいく。コロ
ナ禍ではあるが、部活動加入率
の向上に向けた効果的な働きか
けを工夫していく。 
 
②生徒の規範意識とともにコミ
ュニケーション能力の向上を目
的とした生徒への支援に重点を
置いた指導を進める。そのた
め、職員全体の支援・指導スキ
ルを上げるための研修等を実施
する。 
②職員による通学路指導を継続
し、生徒の交通ルール・マナー
の定着をいっそう進める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 16日実施） 

総合評価（３月 30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①激動する現代

に適応できる人

材の育成を図

る。 

 

②生徒が目標を

持ち、基礎的・

汎用的能力の育

成を通して、希

望する進路を実

現する意識の向

上を図る。 

 

 

①生徒の希望に

合った進路の実

現を図る。 

 

②授業やガイダ

ンスなどを有効

に活用し、自己

実現に向けた目

標の設定を行わ

せる。 

①進路希望調査

や分野別のガイ

ダ ン ス を 実 施

し、生徒の希望

の把握とその実

現に向けた指導

を行う。 

 

②総合的な探究

の 時 間 を 活 用

し、目標設定と

実現の手立てに

ついて理解させ

る。 

①進路希望調査

や分野別の説明

会等が適切に行

えたか。また、

進路希望と進路

先 が 合 致 し た

か。 

 

②総合的な探究

の時間を適切に

活用できたか。

また、目標に沿

った計画が立て

られかたか。 

①大学進学者は
39％、就職希望者
内定率 100％な
ど、多くの生徒の
進路希望をかなえ
ることができた。 
 
②第１、２学年で
は、分野別説明会
等を実施した。第
３学年では、進路
探究を希望別に実
施し、希望に沿っ
た探究を行うこと
ができた。 

①②約７割が指定
校推薦での大学入
学であるが、校内
選考もあるため第
一希望と異なる場
合もあるので、総
合型選抜や一般入
試にチャレンジす
る生徒を増やした
い。専門学校進学
希望者には、複数
の学校を比較し、
しっかり学校選び
ができるよう指導
していく。 

①充実した進路指導・支
援により、多くの生徒が
自らの進路を真剣に考
え、希望する進路の実現
に向けて努力していくこ
とを希望する。 
 
②進路への意識付けの取
組の成果が表れている。 

①生徒一人ひとりに最新情報を
提供することができたが、総合
型選抜や一般入試にチャレンジ
する生徒が少ない。また、進路
未定者への指導も課題である。 
 
②進路業務の効率化が進み、点
検に使う時間の確保により、事
故防止を徹底することができ
た。 

①生徒の状況と進路希望を把握
し、必要な情報をスムーズに選
別して提供することが大切だ
が、１、２年段階から生徒の主
体性や自己管理能力をより涵養
していくことにより、自分の進
路をよく考え、チャレンジでき
るようにしたい。 
 
②昨年度より、ハローワークの
ＷＥＢ求人をメインに求人票を
活用しているが、紙の求人票を
活用する生徒もいるので、扱い
を整理していく。 
 

４ 地域等との協働 

地域に開かれ

た学校づくりを

いっそう推進す

るとともに、学

校行事等の発信

等を通じて、地

域から信頼され

る学校づくりを

強化する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①学校運営協議

会やＰＴＡ等と

連携しながら、

本校の教育活動

を確立するとと

もに、発信し、

地域から理解さ

れ、信頼される

学校づくりを推

進する。 

 

②まちコミやＨ

Ｐを活用し、学

習状況や学校行

事等を発信して

いく。 

①地元の小中学

校と授業や行事

を通しての交流

を 積 極 的 に 行

い、生徒・職員

ともに新羽地区

のさらなる発展

を目指す。 

 

② 年 間 を 通 じ

て、本校の学習

状況や学校行事

等を適時に多様

な 方 法 で 発 信

し、さらなる理

解 を 求 め て い

く。 

①地域主催の行

事への本校生徒

の参加人数が増

加 し た か 。 ま

た、本校の行事

に参加する人が

増えたか。 

 

②生徒及び保護

者がまちコミ登

録できたか。ま

た、ＨＰの更新

回数やアクセス

数が増えたか。 

①コロナ禍が続
き、学校運営協議
会は書面開催とな
ったが、ＰＴＡ総
会は対面開催でき
た。また、学校説
明会は例年よりも
規模を縮小して実
施した。個別に学
校説明を希望し来
校する中学生や保
護者も多く、その
希望に応じた。 
 
②コロナ禍が続
き、緊急の情報発
信が多かったが、
迅速的確に発信す
ることができた。 

①コロナ禍が続
き、実現できなか
ったが、引き続
き、小・中学校や
地域との連携を図
っていく。 
学校説明会につい
ては、さらなる内
容精選と充実を図
る。 
 
②まちコミはほぼ
全員が登録できて
いるので、今後も
迅速・適切に発信
していく。ＨＰの
更新回数は増えた
が、もう少し頻繁
に更新したい。 

①コロナ禍で、イベント
が中止になったり、規模
を縮小したりしている
が、通常開催になった時
のさらなる充実を望む。 
 コロナ禍の生活に合っ
た行事や交流を考えてい
くことが大切だと思う。 
 コロナが落ち着いた
ら、小・中・高が連携し
協働できることを模索し
ていきたい。 
 
②コロナ禍が続く中、ま
ちコミでの頻繁な連絡は
評価できる。 

①昨年度に引き続き、会議等は
書面開催となったが、ＰＴＡ役
員と学校側で定期的に会議を開
催し、積極的な意見交換ができ
た。学校説明会や学校見学は参
加者が多く、入試での志願者数
は昨年度とほぼ同じだった。 
 
②生徒の新型コロナウイルス感
染拡大防止対策に苦慮したが、
まちコミ等での迅速な情報発信
により教員・生徒・保護者に大
きな混乱は見られなかった。 
 教頭編集による学校だより
「羽ばたけ」を発行し、学校の
様子を定期的に知らせることが
できた。 

①コロナ禍が続く中での行事開
催の形態等について、検討を進
めていく。 
学校説明会については、新学

習指導要領を踏まえた内容にし
ていく。 
 
②引き続き、新型コロナウイル
スに係る県からの指示と本校の
状況等について、ＨＰ・まちコ
ミメール・Google Classroom で
発信し、生徒及び保護者に浸透
させていく。 
 引き続き、学校だより「羽ば
たけ」を定期的に発行してい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学習環境及び

生活環境の見直

しとさらなる整

備を目指す。 

 

②学校運営のさ

らなる効率化と

事故不祥事防止

に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①昨年度に開設

した自習室の環

境整備を進め、

生徒のさらなる

活用を促進す

る。また、ＩＣ

Ｔを利活用する

ための環境整備

を推進する。暑

さ対策にも留意

し、学習環境を

整備していく。 

 

②業務内容をさ

らに精選し、よ

り円滑な学校運

営を行う。 

②定期的に不祥

事防止啓発活動

を行い、意識を

高揚させる。 

①ポスター等で

更に周知し、生

徒の利用人数を

増加させるとと

もに、学習環境

整備をさらに充

実させていく。 

 

②多岐にわたる

業務内容の精選

とともに、各グ

ループ等が連携

を図り効率化を

進める。 

②事故防止会議

や朝の打合せを

通じて、相互啓

発活動を徹底す

る。 

 

①年間を通じて
自習室を活用す
る生徒が増えた
か。 
学習環境に対す
る苦情が減った
か。 
 
②各グループ等
が業務内容を精
選 す る と と も
に、グループ横
断型の業務を円
滑に遂行できた
か。 
②不祥事ゼロを
達成できたか。 
 

①自習室を継続活
用する生徒が増加
した。特に３年生
に有効活用され
た。 
暑さ対策のため、
断熱工事の実施や
遮光カーテンの設
置などをした。コ
ロナ対策では、引
き続き、消耗品を
必要に応じて的確
に準備した。 

 
②ＩＣＴの利活用
により、会議や授
業等での業務の効
率化を推進した。 
②定期的に不祥事
防止会議・研修を
行い、また、事故
防止センターを設
立して事故防止に
努めた。 

①自習室を継続活
用することで学習
習慣を身に付けさ
せるとともに、自
己管理能力を醸成
していく。 
断熱工事を実施し
たので、次年度は
その効果に期待す
る。 
 
②次年度入学生か
ら生徒の一人一台
端末が導入される
が、ＩＣＴのさら
なる利活用で授業
等でのさらなる業
務の効率化も推進
していく。 
②事故ではないも
のの、ヒヤリハッ
ト事案が複数あっ
たので、なくして
いく。 

①生徒の学びの環境が整
えられていることを評価
する。 
 生徒にとって学びやす
い環境について、常に考
えてほしい。 
 
②今後も不祥事ゼロを目
指して努力してほしい。 

①自習室は自習での使用のみな
らず、学校説明会や入選業務等
においても有効活用されている
が、生徒にとって利用しやすい
自習室とするための管理方法等
に課題がある。 
 
②昨年度各教室に配備された大
型テレビは、今年度、授業やオ
ンライン説明会等で頻繁に活用
された。 
②不祥事ゼロを目指し、啓発活
動を不祥事防止会議・研修会、
朝の打合せ等で繰り返し実施し
た。 

①校舎の老朽化の状況を踏ま
え、生徒の安全・安心を第一に
迅速に対応していく。 
 
②クロームブックやＷｉ－Ｆｉ
の整備を引き続き、継続的に行
っていく。 



 

 


